別紙2
２０１９ボランティア体験 in いわて
ボランティア体験実施の流れ（市町村社協用）


















県社協へプログラムを


提供





参加促進のため管内のプログラムを積極的に周知


県社協のホームページから管内の体験プログラムをダウンロードして印刷し、社協事務所などに設置します。








参　加　申　込　受　付


○参加希望者に参加申込書の太枠の中を記入していただきます。


○ＦＡＸで参加申込みがあった場合は確認の電話をします。


○参加希望者本人に体験受入れに当たっての留意事項を説明します。


○欠席・変更の場合は必ず事前に連絡するよう、体験参加希望者に伝えます。


○ボランティア活動保険の加入手続を勧めます。


○申込書のコピーを参加者に渡します。





コーディネート等


○参加希望者から、ボランティア活動に関する相談があった場合には、受入れ先施設・団体との連携を図りながら対応します。


○体験終了後、社協VCへ個人ボランティアとしての登録希望があれば、受付を行います。


○受入れ先施設・団体へ社協VCの登録方法、利用方法を説明します。











オリエンテーション


体験当日は、体験を行う際の心構え、マナー、注意事項を説明します。








体験実施


活動中の写真撮影を行います。














振り返り


○感想を共有するなど、体験プログラムを参加者と一緒に振り返ります。


○希望により、参加証明書を参加者に配布します（参加証明書は県社協ホームページからダウンロードいただけます）。














実施報告書兼アンケート記入


○プログラム終了後、実施報告書を記入し、すみやかに県社協へ送付します。














≪お願いしたいこと≫


１．　管内の受入れ施設・団体と連携し、プログラムの周知にご協力をお願いします。


２．　参加申込みを受理した市町村社協が、受付から実施報告書の記入までを担当します。








